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◆はじめに 

・軍港として天然の良港である佐世保港は、西海における近代日本の海防

の要として利用されてきました。 

・近年では、複合商業施設「させぼ五番街」による商業空間の充実や、佐

世保港国際ターミナルの整備による外国人観光客の受け入れなど、「軍

港」としての機能と「商港」としての機能のすみ分けを図りながら、さ

らなる発展を目指しています。 

 

・前畑弾薬庫は旧日本軍が作った弾薬庫であり、トンネル式と建物式の形

式があり、米軍管理下で今も使用されています。 

・（返還の交渉の歴史） 

⇒針尾島弾薬集積所へ移転の上、返還が決定しました。 

 

・本有識者会議は、市長の委嘱により、前畑弾薬庫の針尾島への移転事業

を促進すべく、返還方針が合意された弾薬庫跡地の利用構想に係る考え

方を検討するため、平成 28年 11月に設置されたものであり、現地視察

を含め、8 回にわたり議論を重ねてきました。その間、Ｗｅｂアンケー

トを使って市民の声を集めたり、関係者へのヒアリングを行ったりする

など、広く多様な立場からの意見収集を行いました。 

・この提言は、これらの議論をとりまとめたものであり、これを参考に、

今後、佐世保市が跡地利用の具体化に向けた構想をとりまとめることを

期待します。 

 

・長い間、米軍の管理下にあったからこそ、開発の手が入らず、市中心部

に残された貴重な資源であると考えます。戦争遺産はある意味、負の遺

産とも言えるかもしれませんが、歴史を後世に伝えるため、新たな市民

の財産として蘇らせることを願っています。 
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１章．前畑弾薬庫跡地利用構想の策定に向けて 

「前畑弾薬庫跡地利用構想検討有識者会議」（以下「有識者会議」）は、佐世保市が、前畑

弾薬庫の針尾島への移転事業を促進すべく、前畑弾薬庫跡地利用構想（以下「構想」））を策

定するにあたり、広く市民及び専門家の意見等を取り入れるために設置した会議です。 

以下に、有識者会議が策定を目指す提言書の目的と検討経過を示しました。 

 

（１）提言の目的 

有識者会議では、前畑弾薬庫跡地（以下「跡地」）の利用に関してさまざまな意見を収集し、

意見交換を重ね、構想に対する意見をとりまとめ、市に提言することを目的とします。 

提言書には、跡地の将来ビジョン、跡地が担うべき役割、活用策をまとめ、概念図（イメ

ージ図）を示します。 

 

（２）会議の経過 

有識者会議の審議は以下のように 8回行いました。 

 

 開催日 内 容 

第 1回 平成 28年 11月 8日(火) ○ 構想の策定方針の確認 

第 2回 平成 28年 11月 29日(火) ○ 現地視察 

第 3回 平成 29年 1月 26日(木) ○ 跡地利用の検討について 

・前回までの振り返り（概要） 

・跡地利用の検討に係る意見集約の状況（現地

視察後の意見、関係者ヒアリング及びＷｅｂ

アンケートの結果） 

・検討の方向性について 

第 4回 平成 29年 3月 29日(水) ○ 跡地利用の検討について 

・前回の意見への対応状況等について 

・今後の会議運営について 

第 5回 平成 29年 5月 11日(火) ○ 現地視察（湾内及び対岸より） 

 

第 6回 平成 29年 7月 28日(金) ○ 報告書素案の検討 

 

第 7回 平成 29年 10月下旬 ○ 報告書の検討 

 

第 8回 平成 29年 11月中旬 ○ 報告書の確認 
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（３）名簿 

有識者会議の構成は、以下のとおりです。 

敬称略 

 職名等 氏 名 

産業分野 

佐世保商工会議所 専務理事 古賀 義幸 

佐世保工業会 会長 湯川 栄一郎 

佐世保市水産振興協議会 副会長 片岡 一雄 

(公財)佐世保観光コンベンション協会 理事長 飯田 満治 

佐世保港運協会 会長 辻  宏成 

学識経験者 長崎県立大学 教授 山本  裕 

長崎国際大学 准教授 原  哲弘 

技術的専門家 

長崎県建築士会 佐世保支部長 指山 康二 

長崎県技術士会 松永 光司 

長崎県建設業協会 佐世保支部長 崎田 誠伸 

佐世保市造園建設業協同組合 理事長 田雑 豪裕 

地域住民代表 

崎辺地区自治協議会 会長 西川 信一 

崎辺地区自治協議会 副会長 草場 昭義 

南地区自治協議会 会長 井手 英明 

南地区町内連絡協議会 会長 森岡 浩一 

市民公募 市民公募委員 
朝永 憲法 

中野 さとみ 

関係行政機関等 

福岡財務支局長崎財務事務所佐世保出張所長 山口 弘司 

九州防衛局佐世保防衛事務所長（平成 29年度） 飯田 康政 

海上自衛隊佐世保地方総監部管理部長 藤木  乾 

佐世保海上保安部長 田中 健彦 

◎・・・座長   ○・・・副座長 

  （前委員）  中筋賢二 前 佐世保防衛施設事務所長 

       久田隆弘 前 佐世保海上保安部長 

       中村一男 前 崎辺地区町内連絡協議会会長 

◎ 

〇 
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２章．跡地の現状 

跡地利用の検討に際し、関連する既存計画、基礎資料、法規制等を踏まえ、前畑弾薬庫の

現状を確認しました。 

 

（１）前畑弾薬庫の概要について 

跡地利用の検討に際し、前畑弾薬庫の変遷、概況、移転・返還の経緯などの歴史を整理し

ました｡ 

１）弾薬庫の変遷 

前畑地区は、東、南、北の三方が山に囲まれ、前面が海で荷揚げ用の船舶の離接岸が容易

であるという地形上の有利さが着目され、明治 22 年(1889 年)に２棟の火薬庫がこの地の谷

間に建てられた｡明治から大正にかけて建造物弾薬庫が建てられ、昭和の初めには弾薬庫とし

ての機能が整備されました｡ 

戦前は、旧日本海軍が使用していたが、第２次大戦後の昭和 20 年(1945 年)９月に連合国

軍が接収し、講和条約の発効とともに引き続き米軍提供施設となり、現在に至っています｡ 

 

２）弾薬庫の概況 

項目 内容 

□所在 佐世保市前畑町 

□面積 約 58ha（約 58万㎡）  

※平地部分(緑地部分を除く)広さの割合：概ね 3割(約 17ha)と試算 

□都市計画法上の指定 工業専用地域、市街化調整区域 

臨港地区（分区未指定） 

□施設概要 弾薬庫の数：トンネル式 12 棟 

      建造物式（小屋組木造）22棟   合計 34 棟 

□備考 ・弾薬庫の一部（建造物）について、日本遺産の構成資産の一つとし

て位置付けられている。 

・平成 29年度から前畑崎辺道路の整備に着手予定 

〔出典〕佐世保市基地読本等 

【位置図】 
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３）前畑弾薬庫の移転・返還に係る経緯について 

返還要望の経緯 

前畑弾薬庫の返還について、昭和 46年（1971年）、佐世保港の効率的な活用（港のすみ

分け、産業振興等）を目指して、米軍提供施設である前畑弾薬庫の返還などを柱とする「返

還６項目」を定めて、国に対して要望活動を行っていました。 

この間、平成 10年 9月、市議会において、「返還６項目」を基調として「新返還６項目」

に見直しを行い決議し、前畑弾薬庫については、これまでの「返還」から「移転･返還」に

形を変えて､本市の基地問題の最重要課題として、市民及び市議会並びに県・県議会が一体

となって、国に返還の早期実現を求めてきた中で、平成 23年 1月、日米合同委員会で「前

畑弾薬庫の移転・返還」の合意がなされました。 

 

針尾島弾薬集積所への移転 

前畑弾薬庫の移転先として、針尾島弾薬集積所とすることについて、平成 10年 6月、長

崎県と県議会、市と市議会、また、佐世保商工会議所及び市公連〔現在は市町連（佐世保

市連合町内連絡協議会）〕の６者で、前畑弾薬庫の返還に関する政府陳情を行った際､当時

の久間防衛庁長官から「佐世保には針尾島弾薬集積所もある。これを含め、移転･集約につ

いて検討されてはどうか。」という私案が示されました。 

これを受け､平成 12年３月議会において、前畑弾薬庫の移転先については、現実的には

針尾島弾薬集積所への移転・集約しか考えられないと当時の市長が表明され、国において

も、平成 19年 6月、日米合同委員会の施設調整部会の中で、整備に係る基本的な考え方を

公表されました。 

以降、平成 21年 4月までに、自治会や漁協など関係する 10団体（針尾地区連合会（現

針尾地区自治協議会）、東浜町２組、十郎新町、西天神町、江上地区連合会、南部漁協、ク

レールの丘自治会、針尾漁協、佐世保市漁協、東浜町１組）に対して、説明会を開催しご

理解（「移転に関し基本的に協力する」との回答）を得て、平成 23年 1月、日米合同委員

会で「前畑弾薬庫の移転・返還」の合意に至りました。 
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４）弾薬庫の現状 

・ 現地視察により、弾薬庫跡地の現状を確認しました。 

 

（跡地内視察：第２回有識者会議） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（港内視察：第５回有識者会議） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

④弾薬庫（トンネル式）遠景 ⑤弾薬庫（トンネル式）近景 ⑥倉庫（右の白いドーム） 

②弾薬庫前の丘陵（防護壁） ①管理棟前、案内板 ③弾薬庫（パゴダ式） 

対岸の赤碕岳からの景観（黄色枠が対象地） 

港内視察 
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・ 跡地及び周辺環境の現況を確認しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フェリーターミナル 

佐世保港国際ターミナル 

干尽町の倉庫群 

干尽町の造船所 

跡地の人工護岸 

ＪＲ佐世保駅 

福石中学校 

佐世保競輪場 

天神公園 

干尽公園 

海辺の自然地形 

崎辺中学校 

港小学校 

海上自衛隊佐世保教育隊 

(竣工年) 

※周辺の土地利用の状況は概略を示します。 

詳細は、資料編 4頁に掲載します。 
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（２）跡地利用の検討にあたっての現状 

跡地の主な現状として、跡地及び周辺環境に関連するデータや各種調査により、跡地の

概略をまとめました。 

 

１）人口・社会動態 

（資料編：1,2頁参照） 

・少子高齢化の進展が見込まれ、転出超過、自然減の状況が続くこと

から、人口減少が進み、2040(H52)年には 20万人を割り込むと推計

されます。 

・中心市街地への人口回帰の兆候がみられます。 

２）地形 

（資料編：3頁参照） 

・東､ 南､ 北の三方を山に囲まれ､西側が佐世保湾に面しています。 

・海と緑地に挟まれた狭小な平地部で、背後の斜面地には常緑広葉樹

が広がっています。 

３）土地利用 

（資料編：4頁参照） 

・米軍の施設であるため「その他の公的施設用地」となっているが、

前畑弾薬庫の敷地は、本市の中心部の近郊に残された豊かな緑地を

有しています。 

・跡地東側の森林部を超えた反対側の斜面地には、住宅地が広がって

います。 

・跡地北側の干尽町は工業用地であり、造船業及び倉庫業、荷役業な

どが営まれている。 

４）産業・港湾 

（資料編：6～8頁参照） 

・近年の商店数・従業員数の推移は大きく減少しています。 

・港湾の取扱い貨物量が、近年、減少傾向となっています。 

５）観光 

（資料編：9頁参照） 

・佐世保市の観光動向は、九十九島とハウステンボスといった二大観

光地を中心にＰＲを行い、平成 20～27 年の観光客数は増加を続け

てきたが、平成 28年 4月の熊本地震の影響により、平成 28年度の

観光客は大幅に減少した。 

・日本遺産「鎮守府」、「三川内焼」のダブル認定など、佐世保市の歴

史と文化に関する観光の選択肢が増えた。 

・大型クルーズ船の就航は倍増し、来訪者は増加したが、海外客の宿

泊数、特に主力の台湾、香港からの観光客が大幅に減少しました。 

６）景観（自然、歴史） 

（資料編：13～20頁参

照） 

・港内から豊かな緑地を眺めることができます。 

・米軍の管理で自然林に近い状態で残っていることが推測されます。 

・日本遺産にも認定されている弾薬庫の建造物や土塁などが往時のま

ま残っており、施設の保存状態がよく景観的に良好な状態です。 

７）交通 

（前頁参照） 

・ＪＲ佐世保駅から約 2kmと中心部に近接しますが、既存アクセス道

路は幅員が狭いです。 

・跡地南側は海上自衛隊の敷地であり自由に通り抜けできません。 

８）歴史的背景・価値 

（資料編：10～12頁参

照） 

・弾薬庫の一部が日本遺産の構成資産として位置付けられています。 
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（３）各種計画等における跡地利用の位置づけ 

佐世保市における各計画の中では、中心部や前畑地区などのまちづくりの方向性は示さ

れていますが、前畑弾薬庫の具体的な施策や計画は白紙状態です。各種計画における跡地

利用の位置づけをまとめました。 

 

１）佐世保港の長期総合計画（昭和 46年策定）について（要約） 

昭和 46年に策定された前畑弾薬庫返還後の跡地利用計画です。 

①計画の目的 

佐世保港再開発の障害となっている米軍提供施設及び海上自衛隊施設の整理統合を積

極的に図り、その跡地を整備して造船産業関連の港湾都市建設を計画したもの。 

②計画策定の背景 

・エネルギー資源利用は石油需要が増大し、世界的なタンカー船大型化が常識化し、市で

も大型造船設備の建設が必要。 

・ベトナム戦争が泥沼化し米国経済が逼迫する中、アジア防衛に関する新政策「ニクソン・

ドクトリン」を発表。この中で「在日米軍基地の集約、移転並びに縮小計画」を提示。 

・市では、佐世保を母港とする米第三補給戦隊並びに米第一機雷戦隊所属艦艇の相次ぐ引

揚げ、米軍艦船の出入港隻数の激減など、基地の状況が質的にも量的にも変化。 

③前畑弾薬庫返還後の跡地利用計画について 

ⅰ）計画内容 

当地区を「内貿ふ頭、臨港及び道路」「下水処理場」「住宅、学校用地」として活用。 

ア）内貿ふ頭、臨港及び道路 

・内貿ふ頭（水深－７ｍ、岸壁 390ｍ３バース）の整備 

・中小鉄工造船及び関連企業団地の整備 

・臨港道路の整備 

イ）下水処理場 

・当時、干尽処理場（敷地面積 18,000㎡、処理能力 21,000㎥、44,000人）が稼働す

るが、一人当り給水量の増加や、放流水基準の厳格化が予測され、同施設の能力を

超えるため、増設が必要。 

・増設のためにはさらに 50,000㎡の敷地が必要であり、同処理場は拡張の余地が無く、

最も近く地形的にも環境が最適である前畑弾薬庫跡に新設することを要望。 

ウ）住宅、学校用地 

・昭和 40年代以降、大規模な土地造成などにより人口流入が激しく、さらなる住宅開

発及び学校を建設するよう住民運動があがる。 

 

 

 

 

【備考】今後、「佐世保港の長期総合計画」の取扱いについて、今回の提言書を踏まえ、

行政において別途精査することが望まれます。 
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２）第６次佐世保市総合計画（平成 20年） 

第６次佐世保市総合計画は、市のまちづくりの将来像、まちづくりの基本目標といった

事項を謳われている中で、複数のまちづくりの基本目標（魅力、快適、自然等）、土地利

用の基本的考え方の位置づけを確認しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

跡地利用に係る政策における方針や施策等を確認しました。（ポイントに下線を付記） 

 

 

①［基本目標１ 雇用を生み出す力強い産業のまち］ 

政策１－２：企業立地と労働の安定 

・人口流出を抑制するためには、企業誘致による新たな雇用の場の創出は重要であり、引続

き取り組んでいく必要がある。そのうえで、受け皿となる工業団地の確保が不可欠となる

が、整備には、相当な財政負担を伴うため、全体事業費をはじめ、経済環境なども考慮し

ながら、慎重に判断すべきと考えます。 

・また、当該跡地の利用にあたっては、歴史文化的な価値の保全、観光・景観をはじめ、周

辺環境へも配慮すべきと思われることから、相当な調整が必要と判断されます。 

②［基本目標２ あふれる魅力を創出し体感できるまち］ 

政策２－１：出逢いと感動の観光まちづくり 

・本市独特の地域観光資源“海軍さんの港まち”として、日本遺産「鎮守府」を活用し、本

市観光振興を図っています。 

・SASEBO クルーズバス“海風”により日本遺産「鎮守府」構成資産を巡るプログラムを推

進します。 

・軍港クルーズにより日本遺産「鎮守府」構成資産を巡るプログラムを推進します。 

・海上自衛隊佐世保地方総監部と連携協力し実施する海軍さんの散歩道（歩き・バス）の取

組みを推進します。 

３．健康で安心して暮らせる福祉のまち 

６．安全な生活を守るまち 

４．心豊かな人を育むまち 

２．あふれる魅力を創出し体感できるまち 

機能連携・調和型のまちづくり 

○既存の社会資源を活用することを基本とします。 

○市域全体から見た機能性や魅力の維持・向上と身近

な地域コミュニティを１つの単位としたまちの持続

性を考慮します。 

【土地利用等の基本構想】 

【
将
来
像
】
ひ
と
・
ま
ち
育
む
“
キ
ラ
っ
都
”
佐
世
保 

～
自
然
と
と
も
に
市
民
の
元
気
で
輝
く
ま
ち
～ 

【まちづくりの基本目標】 

１．雇用を生み出す力強い産業のまち 

５．人と自然が共生するまち 

７．快適な生活と交流を支えるまち 
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③［基本目標２ あふれる魅力を創出し体感できるまち］ 

政策２－２：文化芸術に親しめる環境づくり（歴史文化の保存・活用・継承） 

（現段階における評価） 

・前畑弾薬庫は火薬庫建設以前にあった集落の状況から、各時代に建設された火薬庫建築物

の形式的技術的変遷、地上式火薬庫から地下式火薬庫への変遷、さらに火薬庫建築物だけ

ではなく火薬庫を運営する上で必要な各種建物も保存されており、旧海軍における「火薬

庫」という部署の編成までも具体的に把握することができます。 

・我が国において、これだけ良好に保存されている建物群は皆無であることは疑いなく、火

薬庫という一貫した目的により整備され続けた点も評価できます。 

（保存にかかる考え方（今後の方針）） 

・文化財として最高の評価を与えるためには、建物群だけではなく後背緑地を含めた敷地全

体を保存することが重要であり、文化財の視点よりこれらを包括的に評価する制度として

は文化財保護法第 142 条に規定されている伝統的建造物群保存地区（以下伝建地区）が該

当します。 

・前畑火薬庫の場合は選定基準を十分に満たしているとことから、伝建地区への選定は十分

可能と考えられます。なお、建物それぞれを見た場合、明治期から大正期の建物について

は重要文化財として十分に評価は可能と考えられ、昭和期に建てられた建物群については

いずれも建築から 50年以上が経過しており、登録有形文化財として十分に評価可能と考え

られます。 

④［基本目標２ あふれる魅力を創出し体感できるまち］ 

政策２－４：魅力ある景観づくり 

・佐世保港周辺には、SSKや海上自衛隊、米海軍基地など、旧海軍時代からの歴史的なみなと

まちの雰囲気を感じる事が出来るポイントが数多くあります。前畑弾薬庫の地区もそのポ

イントの一つであり、その歴史を感じさせる景観を保全していくことが大切であると考え

ます。 

・この地区は、海と緑地に挟まれた狭小な平地部に、日本遺産にも認定されている弾薬庫の

建造物や土塁などが往時のまま残っているのが特徴的であり、跡地利用においては、これ

らを含めた周辺の環境と調和し、歴史的な遺構を保全していくことで、周辺一帯の個性的

な景観の維持が出来ていくものと考えます。 

⑤［基本目標６ 安全な生活を守るまち］ 

政策６－１：災害に強いまちづくり 

・大規模災害への対応を考えたとき、緊急消防援助隊の集結拠点、支援物資の集結拠点、特定

目的の訓練施設・場所（前提として大規模駐車場などが必要）としての活用などが考えられ

ます。 
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⑥［基本目標７ 快適な生活と交流を支えるまち］ 

政策７－６：活力と賑わいのあるみなとづくり 

・「現状での利用」と「新たに岸壁を整備し、ふ頭用地としての利用」の２つ方策があると考

えられます。 

・近年、佐世保港の港湾取扱貨物量は伸び悩んでおり、また、ベースカーゴとなり得る新た

な貨物がないため、港湾施設整備の必要性は低いと思われます。 

・物流機能の充実強化にあたっては、ベースカーゴとなる貨物の創出や海上輸送が想定でき

る企業・工場を誘致するなど、新たな港湾利用を創造するような取り組みが必要と思われ

ます。 

・三浦地区は商業施設の立地やクルーズ客船の寄港などにより賑わいが生まれ、また各種イ

ベント等に活用されている貴重な空間となっています。 

⑦［基本目標７ 快適な生活と交流を支えるまち］ 

政策７－１：快適で魅力ある街の再生 

・人口減少・少子高齢化の進展を背景として、今後さらに空き家が増加、人口密度の低下に

より身近な医療や買い物、公共交通サービスなどのサービスを受けることが難しくなるな

ど、地域活力の低下が懸念されます。 

・インフラ施設の老朽化により、多額の維持管理費や更新費用が見込まれるものの、財政難

により行政サービスの維持についても困難な状況になることが予想されます。 

・そのため、今後の都市・住宅政策においては、都市機能や居住地を既存市街地に適正に誘

導・配置することで人口密度を維持し、効率的に進めていくことが重要であると考えてい

ます。 

・前畑弾薬庫跡地は、現在工業専用地域及び市街化調整区域であり、住宅等の土地利用を想

定した地域ではありません。新たな住宅地等の開発は市街地の拡大へと繋がるため、現時

点においては、居住の誘導は想定していません。 
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３）佐世保市都市計画マスタープラン（平成 23年 3月策定） 

対象地は、「佐世保市都市計画マスタープラン」における地域別まちづくり構想の「佐世

保中央地域」に含まれます。その中のまちづくり方針図においては、「工業地：既存の工業

地における産業活動の増進に資する土地利用の誘導」と「自然環境共生地：地域資源の保

全と活用、自然環境と市街地との共存」に位置付けられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【備考】本市における土地利用の基本的な考え方（方向性）を示しておりますが、構想策

定後、必要に応じ当該地域における方向性の見直しの検討が必要になるものと考えており

ます。 


